
（別紙様式４－１）                                       （県立高等学校・中学校用） 
（ 熊本県立矢部高等 ）学校 令和２年度（２０２０年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
校訓「通潤魂」（豊かな心、勤労の喜び、創造の喜び、不屈の意志）を柱として、三綱領

「誠実にして 礼節を重んずる」「勤労を尚び 自立を目指す」「創造の喜びを求め 不屈の
意志を培う」を実践する。 

 

２ 本年度の重点目標 
「魅力発信、矢部高校！」 

これまでの実績をもとに、①～③の重点項目を強化することでさらに高めた矢部高校の魅力
を地域内外に向けて強力に発信する。 
①顧客満足度の向上 
 各学科の特色化を更に進めるとともに、農業分野及び林業分野における教育内容をはじめ多
様な進学対応実績を発信し、生徒、保護者及び地域による学校評価等を基にした改善を通し
て、学校満足度の向上を図る。 
②確かな学力、専門性の習得に向けた授業改善 
 「主体的・対話的で深い学び」と生徒一人一人の特性等に応じた適切な指導を通して、基礎
的・基本的な知識及び技能の習得と課題解決に向かう思考力・判断力・表現力の育成を図る。
併せて、授業におけるＩＣＴの効果的な活用を図る。 
③働き方改革 
 学校改革によって業務を削減し、生徒と向き合う時間を確保するとともに、働き方改革の推
進を図る。 

 

３ 自己評価総括表 Ａ：十分達成できている Ｂ:おおむね達成できている Ｃ：やや不十分である Ｄ：不十分である 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 大項
目 

小項目 

学校 
経営 

 

学校目標
の共有 

学校の教育目 
標及び本年度 
の重点目標の 
周知徹底 

・年度末学校評
価アンケート
で各評価者の
平均値 4.0 以
上を目指す。 

○全校集会、学年
集会、育友会総
会、学校ＨＰ等
で説明及び情報
発信する。 

Ａ 評価平均値は 4.09 と 
調査ごとに少しずつ向 
上。ＨＰやＳＮＳでの 
教育活動の発信も認知 
されてきている。 

職員の資

質向上 

学校改革によ 
る業務改善及 
び校内研修の 
充実と研修等 
へ積極的な奨 
励及び育成 

・校務分掌の活
性化とリーダ
ーの育成 

○各担当業務にお
ける具体的目標
の設定とその進
捗状況の把握 

Ｂ 主任・主事のリーダー 
シップのもと、校務分 
掌ごとに目標を設定 
し、業務の改善、活性 
化が図られた。 
学校魅力化と学習評価 
について、職員研修を 
実施し、意識付けがで 
きた。 

働き方改

革の推進 

業務の整理や
効率化による
教職員のワー
ク・ライフ・
バランスの実
現 
 

・時間外在校時
間が月４５時
間を超える教
職員を月平均
１０人以下と
することを目
指す。 

○朝会、職員会
議、職員研修の
精選、効率化と
業務改善によっ
て、生徒と向き
合う時間を確保
するようにす
る。 

Ｂ 休校の影響もあり、月 
４５時間以上は月平均 
7.8 人と昨年度 13.2 人 
から大きく減少。 
朝会、職員会議、研修 
等を削減した。依然多 
い職員もおり、さらに 
業務の精選と効率化、 
平準化を進める。 

危機管理 
体制の強 
化 

危機管理意識
の向上と的確
な対応 

・危機管理マニ
ュアルの点検
・見直し及び
危機管理訓練
の実施 

○実験・実習・体
育・行事におけ
る想定及び事前
指導の徹底 

Ｂ 危機管理マニュアルを 
周知し、危機管理を適 
切に行った。コロナ禍 
のため防災避難訓練は 
校内だけで実施。 

学校管理下の 
事故未然防止 
の取組 

・実験・実習・
体育・行事な
どでの事故０
を目指す。 

・年度末学校評
価アンケート
（環境整備）
で平均値 4.0
を目指す。 

○定期的に劇物・
薬物の保管管理
状況の点検、施
設・設備の点検
を実施する。 

Ｂ 環境整備関係の評価平 
均値は 3.68 と目標に 
は届いていないが、少 
し向上した。 
実習等での事故はなか 
った。今後も事故０を 
継続するために安全指 
導を徹底する。 



学力 
向上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基礎学力

の向上 

 

 

学校全体での

個に応じた指

導の徹底 

・授業に臨む姿

勢や理解度に

応じた授業に

関する生徒の

項目で平均値

4.0 を目指

す。 

○授業の時間厳守

や与えられた課

題の提出の徹

底。また、個に

応じた放課後等

の指導や課題の

充実 

Ｂ 授業に臨む姿勢の項目 
では 3.95 とほぼ目標 
に到達できたが、理解 
度に応じた授業の項目 
では 3.88 と目標に到 
達しなかった。今後も 
継続して授業研鑽に 
励むことが必要。 

わかる授 

業の創造 

 

 

 

 

 

生徒の実態に 
あった教科指 
導力の向上 

・新学習指導要
領を見据え
た、授業改善
に取り組むと
ともに公開授
業では積極的
に２回以上参
観する。 

・年度末学校評
価アンケート
で職員の授業
研鑽に関する
項目で平均値
4.0 を目指
す。 

○公開授業日の実 
施 

○教育相談部との  
連携で授業のＵ  
Ｄ化を推進す
る。 

○新学習指導要領
を見据えた教育
課程編成と評価
方法の検討 

Ｂ 職員の授業研鑽に関す 
る項目は目標に到達す 
ることができた。 
公開授業は、新型コロ 
ナ感染拡大防止のため 
保護者等に限って案内 
し、１回実施した。 
公開授業の前後の期間 
に校内研修として全教 
員がテーマを持って公 
開授業を実施し、授業 
改善に努めた。さらな 
る授業の充実と教科指 
導力の向上に向けた取 
組を工夫する。 

・ＩＣＴ機器を
効果的に活用
しわかりやす
い授業を実践
する。 

○ＩＣＴを活用し
た効果的な指導
方法の研修会を
実施する。 

Ｂ １人１台の端末環境に 
備え、Ｗｅｂ研修や 
Google for education 
アカウント研修を実施 
した。 

 
 
 
 
 

朝読書の

充実 

全職員での読 
書指導の継続 

・１０分間の黙
読の徹底 

・一人当たり年
間冊数を増や
す。 

○朝読書の推進・
継続 

Ａ 朝読書が実施できた。 
貸出冊数は昨年度から 
増加した（１人あたり 
8.5 冊→11.6 冊）。図 
書便りの発行や図書イ 
ベントを次年度も実施 
し、読書活動啓発に努 
める。 

キャ
リア
教育 
(進路 
指導) 

将来を見 
通したキ 
ャリア教 
育の充実 

適確な自己分
析 
進学目標実現 

・キャリアプラ
ンニング能力
の育成 

・進学目標実現
への対策充実 

○系統的進路学習 
○進路ガイダンス 
○キャリアパスポ

ートの活用 
○進路検討会実施 

Ｂ 進路検討会、進学個人 
指導、キャリア･パス 
ポートは成果があった 
が、コロナ禍のため、 
進路ガイダンスが実施 
できなかった。 

就職指導

の充実と

進路保障

の実現 

自己理解と職 
業の適性把握 
就職試験対策 
充実 

・就職内定 100
％達成 

・早期離職率低
下 

○キャリアサポー
ター面談の充実 

○事前職場見学実
施 

○就職試験に対す
る個人指導の充
実 

Ｂ キャリアサポーター面 
談を重ね、適正な企業 
選択がなされ、就職面 
接指導等も充実してい 
たため、概ね順調に内 
定をいただいた。 

生徒 
指導 

 

基本的な 
マナーの 
徹底 
 

進学・就職へ
向けた意識の
向上 

・面接試験に通
用する整容、
挨拶の励行を
進め、年度末
学校評価アン
ケートで各評
価者の平均値
4.0 を目指
す。 

○服装・頭髪検査
年 6 回実施。日
常的に全職員で
取組む 

○挨拶運動、登校
指導の実施。集
会等での実践。 

Ａ 評価平均値は 4.07（昨 
年 4.04）と目標を上回 
った。特別指導は０件 
で検査の違反者も１桁 
となり、０のクラスが 
多くなった。違反者０ 
のクラスは次の検査を 
クラスでの簡易的な検 
査としたが、大きな乱 
れはなく意識が向上し 
た。 
挨拶はよくしてくれる 
が、立ち止まって行う 
ことが十分定着してお 
らず指導中。 



交通安全 
教育の充 
実 
 

全人教育とし
ての交通安全
教育の充実 

・交通事故・違
反０ととも
に、年度末学
校評価アンケ
ートで各評価
者の平均値
4.0 を目指
す。 

○登校指導、安全
点検実施、交通
安全教室、新規
免許取得者講
習、交通事故・
違反者指導の実
施。 

Ｂ 評価平均値は 3.96（昨 
年 4.06）と目標を下回 
った。事故 14、違反２ 
が発生。 
コロナ禍で新規免許取 
得者講習が遅れ、違反 
者指導等が十分に実施 
できなかった。 

人権
教育
の推
進 

自他の命
を大切に
し、差別
を見抜き
許さずな
くす行動
ができる
生徒の育
成 
 
 

人権教育の内
容の充実 
命を大切にす
る心を育む指
導の充実 

・授業検討会議
の実施 

・各学年年間 5
回分の教材を
作成。 

○ＬＨＲの授業内
容の精選と教材
研究を進める。 

○研究授業による
指導力向上に取
り組む。 

Ａ 各学年のテーマに沿っ 
た教材を作成し、ＬＨ 
Ｒ内容の精選を進める 
ことができた。研究授 
業でもコロナ禍の人権 
問題に触れ、差別の根 
底にあるものを知る有 
意義なものにできた。 

職員研修の充
実 

・年 1 回の講演
会の実施と年
5 回の研修を
実施 

○職員の共通理解 
と認識を高め
る。 

Ｂ コロナ禍の影響のため 
講演会は実施できず、 
研修は４回の実施にと 
どまった。 

いじ
めの
防止
等 

いじめの
「未然防
止」及び
「早期発
見」 

全ての生徒が
安全・安心に
学校生活を送
り、規律正し
い態度で授業
や行事に主体
的に参加・活
躍できる学校
づくり 

・生徒一人一人 
が自己有用感
を持つことが
できる授業、
学校を目指
す。 

・いじめは起き
るものと認識
し、早期発
見、未然防止
のための手立
てを行う。 

・年度末学校評
価アンケート
で各評価者の
平均値 4.0 を
目指す。 

○学校行事の充実
を図る。 

○規律ある学校生
活を送るため、
授業の充実、生
徒指導の充実を
図る。 

○２者面談・アン
ケート等を定期
的に実施する。 

○登校指導におい
て生徒への積極
的な声かけ、観
察を行う。 

○各部会での情報
共有。 

○防止対策会議の
開催。 

Ｂ 評価平均値は 3.73（昨 
年 3.72）。評価者別で 
は中学生保護者 
(3.14)、地域住民の 
(3.19)が低い。 
コロナ禍もあり、各部 
との連携のもと生徒の 
見守りを行ってきた 
(全職員による登校指 
導・声かけ、２者面 
談、学期毎の心のアン 
ケート、各部会におけ 
る生徒の情報共有 
等)。若干のトラブル 
(いじめ認知は１件)は 
あったが、全体的には 
落ち着いた生活ができ 
た。 

地域
連携
(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･
ｽｸｰﾙ
な
ど) 

郷土を愛 
し・誇り 
を持つ生
徒の育成 
と総合型 
コミュニ 
ティ・ス
クールの
充実 
 

地域行事、ボ
ランティアへ
の参加 
普通科の「総
合的な探究の
時間」におい
て地域課題に
関する学習を
実施 
防災教育の充
実 

・年度末学校評

価アンケート

（地域連携、

防災関係）で

各評価者の平

均値 4.0 を目

指す。 

○八朔祭での造り
物製作、ボラン
ティア活動を実
施。 

○協議会での意見
交換を通して、
魅力ある高校作
りを推進。 

○合同災害訓練を
実施。 

Ｂ 普通科の「総合的な探 
究の時間」において、 
地域の協力を得ながら 
地域課題に関する学習 
を実施できた。食農科 
学科、林業科学科も地 
域と連携した取組を継 
続して実施できた。 
地域行事等への参加や 
防災等での地域との連 
携については、コロナ 
禍の影響で十分には実 
施できなかった。 

特別
支援
教育
（教
育相
談含
む）
の推
進 

特別な支 
援を必要 
とする生 
徒への柔 
軟な対応 

個の発達に応
じた指導の充
実 
職員研修の推
進 

・職員全体の理
解を深め、指
導力を向上さ
せ、年度末学
校評価アンケ
ートで各評価
者の平均値
4.0 を目指
す。 

○生徒の指導計画
を作成し、全職
員で支援する。 

○生徒の理解と支
援のための研修
会や連絡会を学
期に１回以上実
施する。 

Ｂ 生徒の支援・指導計画
の作成にあたり、外部
専門機関へ相談する機
会を設けることができ
た。 
研修会等は予定通りに
実施できた。日頃から
教科指導にあたる職員
間で、支援の方向性な
どを協議する機会を増
やしたい。 

 
 



４ 学校関係者評価 
・おそらく課題を持った生徒も入学してくる中で、年度当初から１人の転退学者も出ていない

ことが何よりである。先生方が家庭と連携しながら丁寧に指導されていることがうまくいっ
ている。 

・コロナ禍の中で４月から課題学習だけでなくオンラインでの授業や健康観察などに取り組ま
れており、生徒の新年度の導入指導もスムーズにいったのではないか。 

・多くの学校行事等が中止になったが、感染防止対策に配慮しながら文化祭や農産物販売会、
持久走大会などは実施され、保護者や地域住民も参加し、交流を深めることができた。 

・食農科学科、林業科学科、普通科の特色ある取組はいろいろなところで取り上げられＰＲさ
れているが、まだまだ知らない人も多い。同じ町内でも地域による差が大きい。情報発信に
ついての評価は比較的高いが、さらに工夫していく必要がある。 

・学校評価アンケートの対象が広がったが、質問項目については、答えにくい項目や判断しに
くい項目もあるので対象に配慮して工夫した方がよい。 

・コロナ禍によって地域では防災訓練等がすべて中止となり残念であった。矢部高校では校内
でできる範囲で実施されておりよかった。来年度はまたぜひ地域と合同の避難訓練を工夫し
て実施していただきたい。 

・進路指導において、就職では就職先がすべて決定し、進学ではすでに３人が公立大学に合格
するなど成果が出ており、アピールできるのではないか。クラスの生徒数が少ないこともあ
り、生徒一人ひとりの状況に合わせた丁寧な進路指導の成果が出ていると思われる。 

・全国募集に熱心に取り組まれているが、今年のような状況であれば県境を越えた移動はなか
なか難しい。地元の中学生の出願率を引き上げるために、高校の魅力をアピールしながら生
徒募集につなげることが大切である。自分たちのころのように矢部の中学生は当然のように
矢部高校に行くという時代とは違う。 

・小中学校との交流活動など様々な活動に感謝したいと思う。今後も保護者や地域との連携を
大事にしていただきたい。 

 

 

５ 総合評価 
・山都町唯一の高校として、地域の本校に寄せる期待に対し、職員は、学習指導、進路指導、

生徒指導等、生徒の夢の実現に向けて、一人ひとりの状況に合わせて丁寧に、熱心に取り組
んでいる。そのことが、今年度の転退学者０、特別指導０、３年生の進路状況などに成果と
して表れている。 

・林業科学科、食農科学科、普通科とも地域や各関係機関・団体と連携した特色ある教育活動
を展開している。特に専門学科では、中学生の農林業に対する興味・関心を高め、専門学科
での学びや身に付けた技術が地元を支える人材となることを視野に、町、地域や大学と連携
している。 

・習熟度別授業や類型別学習などの授業形態の工夫に努め、少人数クラスの強みを生かし、個
々の生徒に対して丁寧な指導を行っている。 

・昨年度から運営が開始されたＮＰＯ法人による学生寮や「地域みらい留学」への参加によっ
て、本校に関心を持ち本校で学ぶ意欲を持った生徒が全国から集まっている。地元の中学校
からの進学率を上げるとともに、他県や県内他地域からの入学者数増加に向けて、引き続き
充実した教育活動の展開とその情報発信に力を入れる必要がある。 

 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
・普通教科を始め、専門教科の知識や技能を習得させ、基礎学力の充実にさらに力を入れる。

国公立大学をはじめとする進学や公務員、各種事業所等への就職に対応できるよう、生徒の
学習の習慣化、職員の教科指導力の研鑽、生徒理解と丁寧な個別指導に努める。 

・今年度の学校評価アンケートは、対象を地域住民や山都町内すべての中学校保護者まで拡大
したことにより、本校が地域にどのように映っているかを把握することができた。今年度の
結果をもとにアンケートの項目を精査しながら、更に情報発信、教育活動の公開、小中学校
（生徒）との連携を進めていき、地域からの期待に応え、生徒・保護者から満足される学校
作りを目指す。 

・安全・安心な学校作りとして、地域と連携した防災活動、教育相談の充実、バイクや自転車
の交通安全指導の徹底等に継続して取り組む。 

 

 


